
Vol.10

9
和田7

大矢

6
松波

10
中村

11
松本

8
出射

28
竹内

13
杉山4

大谷
3
吉岡

1
染谷

21
石川

12
三谷

24
西

5
内倉

25
後藤

27
高宮

16
伊地知

Pos.

GK

DF

DF

DF

MF

MF

MF

MF

MF

FW

FW

No.

1

28

4

3

13

8

6

10

7

9

11

Name

染谷　大河

竹内　拓夢

大谷　拓也

吉岡　泰生

杉山　亮

出射　令雄

松波　亮佑

中村　知朗

大矢　篤

和田　爽

松本　周平

Gra.

3

1

4

3

2

2

2

4

2

4

4

Previous Team

柏レイソルU-18

県立湘南

武蔵

県立広島

渋谷教育学園幕張

県立岡山朝日

県立旭丘

東京学芸大附

FCトリプレッタ Y

灘

武蔵

Pos.

GK

DF

DF

MF

MF

MF

FW

No.

21

5

25

12

24

27

16

Name

石川　旦

内倉　慈仁

後藤　彰仁

三谷　深良惟

西　雄太

高宮　秀徳

伊地知　遼

Gra.

4

4

3

1

4

4

4

Previous Team

武蔵

県立大分上野丘

県立横浜翠嵐

FCトリプレッタ Y

本郷

都立大泉

聖光学院

11.29

[     ] 12:00 Kick Off
玉川大学
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　勝てば昇格が決まった前節だったが、上智大に 0-1 で敗戦。チーム内には小さくない動
揺が走った。しかし昨日の試合で上智大が亜細亜大に敗れたことで東大ア式は再び昇格に
王手をかけることに。今日、玉川大に勝利すれば 2年ぶりの 1部昇格が決まる。
　さて、2020 年も終わろうとしている。今年ほど大学スポーツの持つ意義について考え
られたことはなかっただろう。我々としても東大生として、そして大学スポーツ界の一員
として何が出来るのか、何に貢献できるのかを考え行動してきたつもりだ。
　幸いなことに、数々のご支援を頂き様々な取組にも挑んでいる。しかしそれもピッチ内
の結果が伴ってこそ。やや傲慢に映るかもしれないが、正々堂々と戦い、昇格という最高
の結果でシーズンを締めくくることが最大の「恩返し」になると信じている。リーグ戦も
残すところ 1週間。将来この 1年を笑って振り返れるよう、全員で最後まで駆け抜けよう。

VS
東京都大学サッカーリーグ２部

第 13節

TODAY’s
OPPONENT

10 月 4 日に行われた前回対戦では、東大相手に CKから先制点を挙
げるも試合終了間際に劇的な逆転弾を許し 1-2 で敗北。現在東大との
勝ち点差は 3で、勝てば昇格の可能性が残るこの一戦、玉川にとっ
ては最終節でもあり最高のモチベーションで臨むはずだ。注目選手は
11 番服部。前回対戦ではそのスピード溢れるドリブル突破で東大守
備陣を恐怖に陥れた。残り 1つの昇格枠を争う大一番、熱い戦いに
期待しよう。

玉川大学
Tamagawa University



Pos.

GK

DF

DF

MF

MF

MF

FW

No.

21

5

25

12

24

27

16

Name

石川　旦

内倉　慈仁

後藤　彰仁

三谷　深良惟

西　雄太

高宮　秀徳

伊地知　遼

Gra.

4

4

3

1

4

4

4

Previous Team

武蔵

県立大分上野丘

県立横浜翠嵐

FCトリプレッタ Y

本郷

都立大泉

聖光学院

1
染谷大河

13
杉山亮

6
松波亮佑

4
大谷拓也

3
吉岡泰生

10
中村知朗

11
松本周平

12
三谷深良惟

⇅
8

出射令雄
⇅

24
西雄太

9
和田爽

12
羽藤宏太朗

17
羽鳥颯

⇅
34

神田辰丸
⇅

8
押田晃

⇅
88
大山諒

19
松本浩己

⇅
21

古宮由視
⇅

6
関大陽

56
髙野陽

48
野田祐成

82
三井慎司

東京大学 4-1-4-1

上智大学 4-4-2

GK　石川旦
DF　赤木雅実
DF　内倉慈仁
DF　竹内拓夢
MF　大矢篤
MF　高宮秀徳　⇅
FW　伊地知遼　⇅

21
2
5
28
7
27
16

隈元隆次　GK
中村風人　DF

⇅　高田健史　DF
⇅　宮原正弥　MF
⇅　水原理玖　MF
⇅　小堀耕太郎　MF
⇅　伊藤大心　MF

1
2
4
15
32
38
78

今節の相手は 10 月に行われた前期リーグ戦で 4-2 の勝利を収めた上智大学。
この試合勝てば東大の昇格が決まることもあって、選手・そしてスタッフ全
員が最高潮のモチベーションと緊張感を持ってこの試合に臨んだ。
　両チームとも前節からスタメンを一人も入れ替えず挑んだこの試合だった
が、試合の重要度も影響してか序盤はセーフティなプレーが連続する。ロン
グボールが飛び交う落ち着かない展開の中迎えた前半 6分に CKを献上する
と、ファーへ飛んだボールをヘディングで折り返され、中央で押し込まれて
失点。前回対戦時同様立ち上がりに先制点を献上してしまう。その後は徐々
に落ち着きを取り戻し、試合のペースを握る東大。しかし、バックライン付
近ではボールを持てるものの、上智大学のハイラインを用いた中央圧縮型の
守備に苦しむ展開が続く。中村 (4 年・文 )、松本 (4 年・工 )、和田 (4 年・農 )
ら前線の攻撃の要にボールが渡る前にパスカットされ、中々崩しの局面に移
行できない。
　それでも、30 分には杉山 (2 年・文二 ) が得意の直接 FKから惜しいシュー
トを放ち、36 分には CB大谷 (4 年・法 ) の運びからパスを受けた松本が相手
GKとの 1対 1を迎えるなど、段々と相手を押し込みチャンスを生み出して
いく。良い流れのまま前半のうちに追いつきたいところだったが、ゴールま
では一歩及ばず。0-1 で試合を折り返す。
　後半に入り三谷 (1 年・文一 ) に代えてサイドからの個人突破を得意とする
高宮 (4 年・工 ) を投入し、攻勢を強めようと試みる東大。立ち上がりは高い
プレー強度を保つ相手に押し込まれ何度かピンチを作られるが、GK染谷 (3
年・教養 ) を中心に耐え凌ぐ。後半 10 分頃に選手の配置を変更すると、東
大のビルドアップは一気に円滑化する。特にこの時間帯良いプレーを見せた
のが右 SB杉山。前半はビルドアップ時に幅取り役を担っていた杉山がより
CBに近い位置でボールの供給に関わるようになると前線のオフザボールの
動きも俄然活性化し、途中チームに漂っていた停滞感を吹き飛ばした。
AT3rd 侵入回数も徐々に増え、後半 12 分には松本のクロスのこぼれ球に松
波 (2 年・理一 ) が合わせるが、惜しくも枠からは少し外れる。後半 15 分に
はセットプレーの流れから松本、大谷がそれぞれシュートを放つがどちらも
ゴールには至らない。その後も相手陣地まで前進はできるものの、上智大学
の強固なブロック守備の前に東大はあと一歩のところで攻めあぐねる。段々
と両チームに疲労の色も見え一進一退の攻防が続くようになり、1点ビハイ
ンドの東大側に焦りが出始める。
　膠着した状況を打開したい東大は、後半 36 分に出射 (2 年・文三 ) に代え
て伊地知 (4 年・経 ) を投入。システムを３バックに変更して前線に厚みをも
たらそうとする。しかし、相手陣地まで押し込んでも幅と深さを上手く使っ
て相手を揺さぶることが出来ないシーンが目立ち、中々シュートまで持って
いけない。ロスタイムも含め攻め続けたものの、決定機を作ることは出来ず
に 0-1 で試合終了。結果として勝点で 3位上智に並ばれ、昇格の決定は残り
2試合に持ち越しとなった。
　これまでの３年間で醸成してきたサッカーのスタイル。昇格のかかったこ
の試合で、その一つの集大成と言えるにふさわしいパフォーマンスを表現し
たかった東大だったが、それは叶わなかった。勝てば昇格が決まる 2位・3
位の直接対決だっただけにこの敗北は正直簡単に受け入れられるものでは無
い。しかし、残り 2試合昇格に向け淡々と勝ちだけを見据え、やるべきこと
をやるのみである。チームとしての真価が問われるのはここからだ。

LAST MATCH REVIEW

シュート

ボール支配率

パス

パス成功率

ファウル

オフサイド

コーナーキック

11

67.5%

573

83%

10

2

2

8

32.5%

201

54%

14

3

4

サブメンバー東京大学 上智大学

STATS

LINEUPS COMMENTS

東京都大学サッカーリーグ 2部　第 12 節
2020/11/22　12:00 kick off

0 1
東京大学 上智大学

SHOTS ANALYSIS
東京大学 上智大学

野田祐成　6’

xG = 0.9 xG = 1.8



TOKYO LEAGUE DIVISION 2  RANKING

順位

1

2

3

4

5

チーム

亜細亜大学

東京大学

上智大学

玉川大学

武蔵大学

勝点

31

24

24

21

19

試合数

11

11

11

12

12

得点

27

22

22

19

18

失点

2

10

7

16

17

得失点

25

12

15

3

1

FP

5

4

7

11

10

順位

1

2

3

4

5

チーム

一橋大学

成城大学

東京都立大学

東京理科大学

東京工業大学

勝点

16

10

9

7

-2

試合数

11

11

12

11

12

得点

17

19

10

4

12

失点

9

24

30

26

29

得失点

8

-5

-20

-22

-17

FP

6

9

5

4

4

上位リーグ

下位リーグ

※11/23 時点

MATCH SCHEDULE 2020
日付

9/5( 土 )

-

-

9/22( 火 )

9/27( 日 )

10/4( 日 )

11/1( 日 )

10/17( 土 )

10/25( 日 )

11/8( 日 )

11/22( 日 )

11/29( 日 )

12/6( 日 )

節

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

14

時間

12:30

-

-

9:45

14:30

12:00

13:00

11:00

12:00

12:00

12:00

13:00

13:00

対戦相手

東京工業大学

東京理科大学

東京都立大学

成城大学

武蔵大学

玉川大学

一橋大学

亜細亜大学

上智大学

武蔵大学

上智大学

玉川大学

亜細亜大学

結果

○2-0

□3-0

□3-0

○1-0

○4-0

○2-1

●1-3

●0-2

○4-2

○2-1

●0-1

Next Match

Twitter
@todai_ashiki
Instagram
@todai_soccer

Facebook
東京大学運動会ア式蹴球部

YouTube
東大ア式蹴球部

ホームページ
todai-soccer.com

東京都大学サッカーリーグ２部　第14節

亜細亜大学VS
12月6日(日 )　13:00 kick off

第 2節東京理科大学戦、第 3節東京都立大学戦は、ともに相手校の
棄権により不戦勝となりました。

今節の相手は 10 月に行われた前期リーグ戦で 4-2 の勝利を収めた上智大学。
この試合勝てば東大の昇格が決まることもあって、選手・そしてスタッフ全
員が最高潮のモチベーションと緊張感を持ってこの試合に臨んだ。
　両チームとも前節からスタメンを一人も入れ替えず挑んだこの試合だった
が、試合の重要度も影響してか序盤はセーフティなプレーが連続する。ロン
グボールが飛び交う落ち着かない展開の中迎えた前半 6分に CKを献上する
と、ファーへ飛んだボールをヘディングで折り返され、中央で押し込まれて
失点。前回対戦時同様立ち上がりに先制点を献上してしまう。その後は徐々
に落ち着きを取り戻し、試合のペースを握る東大。しかし、バックライン付
近ではボールを持てるものの、上智大学のハイラインを用いた中央圧縮型の
守備に苦しむ展開が続く。中村 (4 年・文 )、松本 (4 年・工 )、和田 (4 年・農 )
ら前線の攻撃の要にボールが渡る前にパスカットされ、中々崩しの局面に移
行できない。
　それでも、30 分には杉山 (2 年・文二 ) が得意の直接 FKから惜しいシュー
トを放ち、36 分には CB大谷 (4 年・法 ) の運びからパスを受けた松本が相手
GKとの 1対 1を迎えるなど、段々と相手を押し込みチャンスを生み出して
いく。良い流れのまま前半のうちに追いつきたいところだったが、ゴールま
では一歩及ばず。0-1 で試合を折り返す。
　後半に入り三谷 (1 年・文一 ) に代えてサイドからの個人突破を得意とする
高宮 (4 年・工 ) を投入し、攻勢を強めようと試みる東大。立ち上がりは高い
プレー強度を保つ相手に押し込まれ何度かピンチを作られるが、GK染谷 (3
年・教養 ) を中心に耐え凌ぐ。後半 10 分頃に選手の配置を変更すると、東
大のビルドアップは一気に円滑化する。特にこの時間帯良いプレーを見せた
のが右 SB杉山。前半はビルドアップ時に幅取り役を担っていた杉山がより
CBに近い位置でボールの供給に関わるようになると前線のオフザボールの
動きも俄然活性化し、途中チームに漂っていた停滞感を吹き飛ばした。
AT3rd 侵入回数も徐々に増え、後半 12 分には松本のクロスのこぼれ球に松
波 (2 年・理一 ) が合わせるが、惜しくも枠からは少し外れる。後半 15 分に
はセットプレーの流れから松本、大谷がそれぞれシュートを放つがどちらも
ゴールには至らない。その後も相手陣地まで前進はできるものの、上智大学
の強固なブロック守備の前に東大はあと一歩のところで攻めあぐねる。段々
と両チームに疲労の色も見え一進一退の攻防が続くようになり、1点ビハイ
ンドの東大側に焦りが出始める。
　膠着した状況を打開したい東大は、後半 36 分に出射 (2 年・文三 ) に代え
て伊地知 (4 年・経 ) を投入。システムを３バックに変更して前線に厚みをも
たらそうとする。しかし、相手陣地まで押し込んでも幅と深さを上手く使っ
て相手を揺さぶることが出来ないシーンが目立ち、中々シュートまで持って
いけない。ロスタイムも含め攻め続けたものの、決定機を作ることは出来ず
に 0-1 で試合終了。結果として勝点で 3位上智に並ばれ、昇格の決定は残り
2試合に持ち越しとなった。
　これまでの３年間で醸成してきたサッカーのスタイル。昇格のかかったこ
の試合で、その一つの集大成と言えるにふさわしいパフォーマンスを表現し
たかった東大だったが、それは叶わなかった。勝てば昇格が決まる 2位・3
位の直接対決だっただけにこの敗北は正直簡単に受け入れられるものでは無
い。しかし、残り 2試合昇格に向け淡々と勝ちだけを見据え、やるべきこと
をやるのみである。チームとしての真価が問われるのはここからだ。

PICK UP PLAYER

自粛期間中も大学サッカーを盛り上げ
る活動に尽力し、リーグ戦ではスタメ
ンに定着。ピッチ内外で大活躍を見せ、
この「新主将」にとって 2020 年は飛躍
の年となった。そして、残されたミッ

ションはただ
一つ。チーム
を昇格に導く
ことだ。

3

OFFICIAL GOODS
ア式公式グッズのオンライン発売開始！

これまで試合やイベントの際に会場だけで販売していました
が、新型コロナウイルスの影響で無観客試合が続く中、ホーム
ページを通じてグッズを販売することにしました。お家での試
合観戦や日常使いにア式グッズをぜひお買い求めください。

①タオルマフラー ¥3,000-, ②ストラップ ¥500-, ③クリア
ファイル ¥200-, ④ボールペン ¥300-

① ②

③ ④
ご注文はこちらから
https://todai-soccer.com/goods/

吉岡 泰生
Taiki YOSHIOKA


